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〈目的と方法〉

 振付家 ジョエ ル ・ブーヴィエ(Joel B。uvier, 

1959～), レ ジス ・オバ デ イア(R6gis Obadia, 

1958～) 率 いる 「レスキス (L'ESQUISSE)」 は, 

フランス語で 「スケッチ」を意味し, このことが

端的に示すように, 彼らは絵画から多 くの影響を

受け, その舞台もまた, しばしば 「絵画的」と評

されている。なかでも, 『THE HEAVEN BEFORE

THE EYES』(1991) は, 「超現実的な絵空事のあ

らがい難い美しさ」とも評されるシユルレアリス
ム的要素の強い作品である。本研究では, レスキ

ス作品にみ られるシユルレアリスム的イメージに

ついて, 画家マックス ・エルンス トのコラージユ

論 を手がか りとする図像的分析および解釈を行い, 

その具体的側面を明らかにする。
〈結果と考察〉

 コラージユとは, 書物の挿絵など, 既成の紙片

を切 り貼 りして画面を構成する技法である。エル

ンス トは, これを 「視覚的イメージの錬金術のよ

うな何 ものかである。様々な存在および物体を, 

それらの物理的ないし解剖学的な外観 を修正 しあ

るいは修正しないで, 全面的に変形 させてしまう

という奇蹟である。」1と定義している。振付家ブ
ーヴィエ, オバディアもまた, 「イメージを変形

させた り壊 した りすることは, 私たちにとっても

非常に興味のあること。日常生活の様々な断片の

イメージ, そして何 よりも絵画が, 私たちの創作

に強いインスピレーションを与えて くれる。」2と述
べてお り, 両者には, 既知の事物を組み換えるこ

とで, その全体的なイメージの 「変形」を図ると

いう共通の理念 (デペイズマン) が見出される。

 そのための有効な手段 として用いられるのが, 

座標の転換である。たとえば, 『百頭女』(1929)

といったコラージユ作品においては, 本来, 水平

に横たわった女性の身体が垂直に立てて置かれる

ことで, 捉えどころのない浮遊感が際立ち, 現実

の世界 とは奇妙にずれた超現実的な雰囲気が醸 し

出されている。エルンス ト研究家ヴェルナー・シ

ユピース も指摘するとおり, 「彼の興味を引いた

要素は大概, 人 目につかないものであって, それ

自体, 詩的でもなければ, 超現実的でもない。エ
ルンス トは, よく変哲 もない微細な要素を取 り出

しているが, それらは新 しい座標軸に収め られ, 

その本来の場所から切 り離されて, 新しい役目を

引 き受 け る」3。レスキス作 品 『THE HEAVEN

BEFORE THE EYES』 では, 舞台も衣裳も徹底し

てモノクロームに統一され, 白い背景に黒い衣裳

の男女が浮き立ち, 黒いスーツの男性にリフ トさ

れる女性の白い肌が浮き立つといったコラージユ

にも似た視覚効果をもたらし, 振付の合間に挿入

される緊張感あふれる長い静止は, まさしく一幅

の絵画のようなイメージを与える。そこにおいて
一貫 して呈示されるのは, 全身を伸ばし爪先を揃

え, 片膝を軽 く屈めた姿勢の女性のフォルムであ

る。冒頭のシーンで提示される水平に横たわる身

体, 垂直に立つ身体は, 我々にとって既知のイメ
ージである。しかし, その基本のフォルムが, シ
ーンを追うごとに座標 を転換 し(垂 直, 水平, 傾

斜), さらに様々な支持体(バ トン, 背景幕, 男

性)に 貼 り付けられ, 浮遊するとき, 既知のはず
のイメージは, 未知なるものへ とずらされてゆく, 

こうして舞台は, エルンス トのコラージユが立体

化したような超現実的空間へ と変貌を遂げてゆく。

さらに作品の終盤, 女性の横たわるテーブルがそ

のまま垂直に立てられ, 水平 と垂直の座標が急転

するとき, 「貼 り付け」は瞬時に 「礫」のイメー

ジへ と変貌する。作品全体を通 して 「水平」「垂

直」の座標の転換を目の当たりにしてきた観客に

とっては, そこに 「十字」のイメージを透視する

ことすら可能となるだろう。それは, 作品中に現

われた様々なイメージが収敏する瞬間であり, 何

の変哲もないものが組み合わさることで, 思いが

けないイメージを生 じさせるという意味において, 
エルンス トのいう 「視覚的イメージの錬金術」と

してのコラージュを実感させる瞬間でもある。

〈結論〉

 レスキス作品には, 見慣れた既知のイメージの

座標を転換させ, 現実 とは異なる構図の中に配置

することで, 未知なる超現実的イメージを生み出

すという, エルンス トのコラージュにも通 じるデ
ペイズマンの概念が貫かれている。執拗なまでに

繰 り返される 「はりつけ」のイメージには, 過剰

なまでに現実を問い直すことで超現実を目指すと
いう, ある種のシユルレアリスム的美学を見出す

ことができ, また, 作品の最後に現われる 「礫」

の形象とは, 「今, ここ」という現実に敢然 と踏

みとどまりつつ, 身をもって現実を問い直すとい

う, コンテンポラリーダンスの一つの姿勢を象徴

するものとして解釈することも可能である。尚, 
レスキスはこの他の作品においても 「は りつけ」

のイメージを多用してお り, 本研究によって, そ

の独自性の一端が明らかとなった。
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